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【令和２(2020)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 想定を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、 

一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止が適当で

ある 

（意見等） 

本研究ではオムニポテントファイバレーザとデジタル技術の融合により新機能を提示し、デジタル

フロンティア光計測の極限性能を理論的に解明し実証することを目指している。 

なかでも、小型高繰り返しファブリーペロー（FP）モード同期ファイバレーザの作製、２～３ミク

ロン帯におけるファイバレーザ及び光学非線形性に関する新たな知見を得るとともに、分散チューニ

ング波長掃引型の光コヒーレンストモグラフィ（OCT）システムにデジタルコヒーレント方式を導入

するなど、研究は順調に進捗している。 

今後、ファイバレーザやデジタル技術の導入による計測技術の単なる改良にとどまることなく、その

融合による新たなブレイクスルーに向けた新展開と論文の積極的な発表が望まれる。 


